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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。 本冊子は12,000部作成し1部あたりの単価は231円です。
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編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社
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次号予告 オガーレ！ACE Vol.17は､2018 年 6 月発行予定です。

ものづくりマイスター制度

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

学びの環境づくりから未来の人材育成へ！

ものづくりマイスターの
指導を受けた高校生が
競技大会で活躍

本年度もご活用ありがとうございました

１月 20 日（土）、ポリテクセンター宮城名取実習場（名
取市）において、第７回宮城県高校生溶接技術競技大
会が開催され、県内の工業系高校 13 校の生徒 39 人が、
技術を競い合いました。　
競技者の中には、ものづくりマイスター制度を活用し
マイスターの実技指導を受けた生徒も。その一人、伊
具高校から参加した生徒は、「マイスターから教えてい
ただいた基本技術と 『できるだけ焦らずに』 というア
ドバイスを心掛けました」 と話してくれました。　
競技を見守るマイスターの一人は、「学んだ技術を忘れ
ずに、将来にいかしてほしいですね」 と話しました。

まずは、
宮城県技能振興コーナー

までお問い合わせください。
TEL.022-727-5380
FAX.022-727-5381

宮城県技能振興コーナー

平成 29 年度も、多くの学校・
企業の皆様に、ものづくりマ
イスター制度をご活用いただ
きました。来年度も引き続き
よろしくお願いいたします。

マイスター制度を活用して４年。マイスター
の皆様による高校生指導用のテキストの作成
や技術指導のおかげで、大会を重ねるごとに
競技者がレベルアップしています。中小企業
でのご支援と共に業界全体の技術向上貢献に
大変感謝しております。

大会主催
者

の声 宮城県溶接協会 事務局長　石割　正さん

ものづくりマイスター制度の活用例
工業系高校では
高校生ものづくりコンテストに向けて、実技指導を行います。
また、通常の授業にも派遣可能です。
中小企業では
若手社員に対する実技指導を行います。技能検定の課題練習や
スキルアップのため、熟練の技を学ぶことができます。
小中学校では
ものづくり体験教室にマイスターを派遣します。

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

18職種・100プログラム・3,165人
高等学校：67プログラム・2,255人／中小企業：19プログラム・345人
小中学校：14プログラム・565人

平成29年度の実績　（2018年2月22日現在）

        仕事図鑑

課題解決型
インターンシップ

仙台高等専門学校
ものづくりにかける

特集

技の肖像
ピアノ調律師
伊藤 正男さん

株式会社阿部蒲鉾店
report 技能士を育てる。

カガモク

加賀 浩嗣さん

あすを拓く

株式会社東北イノアック

浮津 天音さん

みやぎものづくり女子
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株式会社阿部蒲鉾店
report 技能士を育てる。

情報電子システム工学専攻

株式会社ケーヒン　宮城第二製作所
加藤 尚也さん

［CASE.1］

か  と う な お   や

生産システムデザイン工学専攻

株式会社RSテクノロジーズ　三本木工場
伊藤 竜聖さん

［CASE.2］

い  と う りゅうせ い

情報電子システム工学専攻

佐藤 慶太さん

［CASE.3］

さ  と う け い  た

生産システムデザイン工学専攻

バイスリープロジェクツ株式会社
一條 裕貴さん
い ちじょう ゆ う  き

生産システムデザイン工学専攻

東北三和鋼器株式会社
二階堂 綾香さん

［CASE.4］

に  か い ど う あ や  か

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
企
業
や
公
共
施
設
な
ど
が
提
供
す
る

就
業
体
験
の
場
に
、
生
徒
や
学
生
が
一
定
期
間
参
加
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。

　
日
本
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
就
職
難
や
早
期
退
職
者
の
増
加
が
み
ら

れ
た
１
９
９
７
年
頃
で
し
た
。
同
年
、
国
（
当
時
の
文
部
省
、
通

商
産
業
省
、労
働
省
）
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
」
を
公
表
。
こ

の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
「
学
生
が
在
学
中
に
自
ら
の
専

攻
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
こ
と
」
と

定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
全
国
に
普
及
し
、
企
業
や
生

徒
・
学
生
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
第
一
歩
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
前
哨
戦
と
し
て
定
着

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
と
と
も
に
、
仕
事
体
験
や
業
界
研

究
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
課
題
解
決
能
力
と

い
っ
た
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
資
質
を
確
認
す
る
こ
と
な
ど
目

的
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
１
日
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
企
業
に
つ
い
て
学
ぶ
ワ
ン
デ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
、
数
カ
月
に
わ
た
り
実
際
の
業
務
の
一
部
を
体
験
で
き
る
長

期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
仕
事
図
鑑
」
で
紹
介
す
る
仙
台
高
等
専
門
学
校
で
は
、

本
科
４
年
目
と
５
年
目
、
専
攻
科
１
年
目
の
学
生
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
科
目
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
科
４
年
目
に
実
施
す
る
１
〜
２
週
間
の
「
就
労
体
験

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
、
専
攻
科
１
年
目
に
実
施
す
る
５
〜

12
週
間
の
「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
必
修
に
準

ず
る
重
要
な
科
目
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
的
の
多
様
化
に
よ
り
変
化
す
る

実
施
期
間
と
活
動
内
容

　
同
校
に
お
け
る
「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
も

の
づ
く
り
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を

解
決
す
る
能
力
を
養
い
、
社
会
人
や
技
術
者
と
し
て
の
自
覚
を
持

た
せ
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
で
研
究
開
発
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加

し
、
企
業
が
実
際
に
抱
え
て
い
る
課
題
に
長
期
に
わ
た
っ
て
取
り

組
み
、
成
果
を
挙
げ
る
と
い
う
目
標
に
挑
み
ま
す
。

　
３
年
目
の
実
施
と
な
る
今
年
度
は
、
15
の
企
業
に
49
人
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
と
同

じ
内
容
だ
っ
た
か
ら
」「
専
門
分
野
以
外
の
知
識
を
学
ん
で
知
見

を
広
げ
た
い
か
ら
」
な
ど
学
生
に
よ
っ
て
様
々
。
今
後
の
研
究
や

進
路
に
生
か
そ
う
と
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
課
題
解
決
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
４
つ
の
企
業
で
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
挑
ん
だ
学
生
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

技
術
者
の
卵
が
挑
む
、仙
台
高
専
の

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

か 　 が

浮津 天音さん

株式会社東北イノアック
みやぎものづくり女子 

う き  つ あ ま  ね

こ う  じ

伊藤 正男さん
い  と う ま さ  お

生産システムデザイン工学専攻
（名取キャンパス）

情報電子システム工学専攻
（広瀬キャンパス）
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の
機
能
が
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
、

厚
銅
基
板
を
用
い
て
、
基
板
の
熱
伝
導
率
を
高
め

る
工
夫
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
解
析
で

厚
銅
基
板
の
放
熱
性
能
を
数
値
化
す
る

　
「
一
方
で
放
熱
性
が
高
い
厚
銅
基
板
で
は
、
は

ん
だ
付
け
の
際
に
炉
の
熱
が
基
板
に
十
分
に
伝
わ

ら
ず
、
は
ん
だ
付
け
部
位
が
は
ん
だ
の
溶
解
温
度

ま
で
達
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

現
状
の
条
件
で
は
ん
だ
付
け
の
温
度
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
い
ま
す
」
と
加
藤

さ
ん
は
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
ず
、
厚
銅
基
板
の
放
熱
性
能
に
つ
い
て
、
Ｃ

Ａ
Ｅ
（C

om
puter A

ided E
ngineering

）
を

使
っ
て
解
析
す
る
。
Ｃ
Ａ
Ｅ
と
は
、
製
造
過
程
の

研
究
・
開
発
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
技
術
の
こ
と
で
、
試
作
品
を
使
っ
た

実
験
を
繰
り
返
す
従
来
の
方
法
よ
り
、
試
作
や
実

験
回
数
を
減
ら
し
効
率
よ
く
解
析
で
き
る
。
加
藤

さ
ん
も
Ｃ
Ａ
Ｅ
を
使
い
、
実
験
回
数
を
10
分
の
１

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
「
実
験
に
よ
っ
て
、
基
板
の
ど
の
部
分
が
ど
れ

く
ら
い
放
熱
性
が
高
い
か
、
数
値
で
算
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
加
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
、
は
ん
だ
付
け
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
は
ん
だ
付
け
部
位
が
、
は
ん

だ
の
溶
解
温
度
に
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
検
証
。
基
板
の
特
性
に
関
す
る
様
々
な
条
件
を

モ
デ
ル
に
設
定
し
、
解
析
を
行
っ
た
。

　
「
モ
デ
ル
の
構
築
か
ら
始
め
た
の
で
、
最
初
は

想
定
外
の
結
果
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
を

解
明
し
て
モ
デ
ル
を
修
正
、
再
び
検
証
す
る
。
そ

の
繰
り
返
し
で
、
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
苦
労

し
た
分
、
解
析
し
た
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
時
は
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
加
藤
さ
ん
は
振
り

返
っ
た
。

中
間
報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
準
備
に
苦
戦

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
実
感

　

中
学
生
の
と
き
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を

持
ち
、
仙
台
高
等
専
門
学
校
に
進
学
し
た
加
藤
さ

ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
魅
力
に
つ
い
て
、「
指

示
通
り
に
、
様
々
な
も
の
を
自
由
自
在
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
」
と
語
る
。

　

同
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
き
っ

放
熱
性
の
高
い
プ
リ
ン
ト
基
板
の

は
ん
だ
付
け
に
関
す
る
問
題
を
解
析

　

株
式
会
社
ケ
ー
ヒ
ン
宮
城
第
二
製
作
所
・
角
田

第
三
工
場
の
あ
る
フ
ロ
ア
で
、
自
動
車
に
搭
載
さ

れ
る
「
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト

（
Ｅ
Ｃ
Ｕ
）」
の
プ
リ
ン
ト
基
板
に
電
子
部
品
を
取

り
付
け
る
工
程
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

基
板
に
、
様
々
な
電
子
部
品
を
配
置
し
、
は
ん

だ
付
け
す
る
。
そ
の
作
業
す
べ
て
が
自
動
で
行
わ

れ
て
お
り
、
自
動
車
の
安
全
と
低
燃
費
を
支
え
る

中
枢
と
な
る
部
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
加
藤
尚
也
さ
ん
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板

に
部
品
を
は
ん
だ
付
け
す
る
炉
の
前
で
、
興
味
深

そ
う
に
モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
「
炉
の
温
度
や
、
中
で
基
板
が
移
動
す
る
速
度

な
ど
、
実
際
に
は
ん
だ
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
様

子
を
確
認
し
て
い
ま
す
」
と
加
藤
さ
ん
。
同
行
し

て
い
た
社
員
の
木
皿
光
佳
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
作
業
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

加
藤
さ
ん
が
８
週
間
、
同
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
中
に
挑
む
課
題
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
実
装
信

頼
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。
具
体
的
に
は
、

基
板
に
使
わ
れ
る
銅
の
厚
さ
を
増
や
し
た
「
厚
銅

基
板
」
に
つ
い
て
、
放
熱
性
能
の
解
析
と
は
ん
だ

付
け
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

近
年
の
電
動
化
と
小
型
化
が
進
む
自
動
車
に
合

わ
せ
て
、
同
社
で
は
よ
り
小
型
で
大
き
な
電
力
に

も
対
応
可
能
な
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
設
計
に
お
い
て
、
回
路
に
大
量
の
電
気

が
流
れ
る
こ
と
で
発
生
す
る
熱
な
ど
を
、
外
に
逃

す
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
熱
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｃ
Ｕ

自動車に搭載する電子部品の
放熱性能と製造工程をシミュレーション
情報電子システム工学専攻

加
か

藤
と う

 尚
な お

也
や

さん（21 歳）
株式会社ケーヒン　宮城第二製作所（角田市）
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株式会社ケーヒン
／本社：東京都新宿区西新宿 1-26-2 新宿野村ビル 39F
　宮城第二製作所：角田市佐倉字宮谷地 3 
　TEL 0224-63-3111
　FAX 0224-61-1040 
　https://www.keihin-corp.co.jp/ 
／横田　千年
／ 69 億 3,200 万円
／1956 年 12 月
／1,048 人（宮城第二製作所：2017 年 3 月現在）
／自動車および輸送機器向けの各種部品・機器・システ

ムの開発・製造・販売
／私たちは、常に新しい価値を創造し、人類の未来に貢

献する。

苦
労
し
た
分
だ
け
、
結
果
が

出
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す

モニターに表示されたデータについて、社員の木皿光佳さん（右）と話し合う加藤尚也さん（左）

自動車の未来を担うエンジン・コントロール・ユニット
エンジンの稼働を制御する
　ECUとは、「エンジン・コントロール・ユニット」、（ま
たは 「エレクトロニック・コントロール・ユニット」）の
略で、自動車に搭載されているコンピュータのことです。
　現在販売されている自動車は、全て電子制御化されて
おり、各センサからの情報をコンピュータが受け取り、
車の状況に合わせ、理想となる燃料噴射量や点火・吸排
気のタイミングなどを調整しています。
　年々厳しくなる排ガス規制や燃費の向上に向けて、エ

ンジンに求められる性能が高度化したため、様々な部分
を総合的に調整するコンピュータを車に搭載するように
なりました。

多様化するECU
　当初 ECU は、点火や燃料噴射のタイミングなど、主に
エンジンの基本となる機構の制御をしていました。最近
ではトランスミッションや ABS、駆動力のコントロール
など、車の進化に伴いECUの役割も多様化しています。

自動車のエンジン・コントロール・ユニット。ドライバーが操作するアクセルや
トランスミッションなどの状況、気温や気圧などの環境条件を検知し、エンジン
を最適な運転状態に保っている

エンジン
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か
け
は
、
本
科
３
年
生
（
２
０
１
４
年
）
の
夏
に

参
加
し
た
、
自
動
車
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
「
み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
研
修
」
で
、
初
め
て
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
触
れ
た

こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
条
件
を
設
定
し
て
動
き
を
検
証
す
る
作
業
が
、

ど
こ
と
な
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
似
て
い
る
な
と

思
っ
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
今
回
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
説
明
会
で
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
を
使
う
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
参
加
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
」

　

学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ん
で
き

た
加
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
基
板
そ
の
も
の
の
製
造

に
関
わ
る
分
野
は
未
知
の
領
域
だ
っ
た
。
材
料
や

熱
伝
導
に
関
す
る
知
識
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

序
盤
に
行
わ
れ
た
講
義
で
社
員
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
貸
し
て
も
ら
っ
た
参
考
書
を
作
業
の

間
に
読
ん
で
学
ん
だ
り
し
た
。

　

中
間
報
告
で
の
資
料
作
り
で
も
苦
戦
し
た
。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
校
で
も
何
回
か
経
験

し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
資
料
作
り
が
求
め
ら
れ
た
。

　
「
自
分
で
は
う
ま
く
ま
と
め
た
つ
も
り
で
し
た

が
、
文
字
の
量
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

木
皿
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

半
分
く
ら
い
修
正
し
ま
し
た
」
と
加
藤
さ
ん
。
資

料
作
り
は
中
間
報
告
前
日
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

　
「
木
皿
さ
ん
に
は
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
質
問
を
し
て
も
的
確

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
そ
の
知
識
量
の
多
さ
に
、

『
知
ら
な
い
こ
と
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
』と
思
っ

た
く
ら
い
頼
り
に
な
る
方
で
す
」

新
し
い
経
験
で
視
野
が
広
が
る

こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い

　

11
月
末
。
仙
台
高
専
広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仙
台

市
）
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
で
、
ポ

ス
タ
ー
の
前
に
立
ち
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
結

果
を
発
表
す
る
加
藤
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

は
ん
だ
付
け
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解

析
か
ら
、
厚
銅
基
板
を
用
い
た
場
合
の
は
ん
だ
付

け
部
位
の
温
度
は
、
は
ん
だ
の
溶
解
温
度
を
大
き

く
下
回
り
、
現
状
の
方
法
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
「
時
間
の
関
係
で
結
果
の
掘
り
下
げ
が
で
き
ず
、

課
題
を
残
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、

様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」
と
話
す
加
藤
さ
ん
は
、
最
後
に
こ
う
語
っ
た
。

　
「
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
Ｃ
Ａ
Ｅ
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
、
楽
し
い
な
と
思

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
将
来
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世
界
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
も
っ
と
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
の
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
も
あ
り
ま
し
た
」

自動車に搭載する電子部品の
放熱性能と製造工程を
シミュレーション
情報電子システム工学専攻

加藤 尚也さん（21 歳）
株式会社ケーヒン　宮城第二製作所（角田市）
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生
産
技
術
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
経
験
を
積
ん
で

い
な
い
と
大
変
な
作
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
加
藤
君
は
の

み
込
み
が
早
く
、
数
日
間
で
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
す
が
は
高
専
の
学
生
だ
な
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
が
発
生
し
て
も
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
積
極
的
に
私
た
ち
社
員
に
積
極
的
に
相
談
し
て
く
れ
ま

し
た
。
社
会
で
は
、
想
定
か
ら
は
ず
れ
た
際
の
報
・
連
・
相
が
大
切
。

学
生
の
う
ち
か
ら
、「
自
分
だ
け
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
」
と
考
え

ず
、
周
囲
の
判
断
を
仰
ぐ
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
頃
は
、
緊
張
し
て
表
情
が
こ
わ
ば
っ
て
い
た
加
藤
君
。

一
人
机
に
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
社
員
と
接
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
、
今
後
ど
の
職
業
に
就
い
て
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
円
滑
に
作
業
を
進
め
る
た
め
、
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
み
込
み
の
早
さ
と
す
ぐ
に
相
談
す
る
姿
勢
に
感
心

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
い
て
社
会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い

13:00

解
析

午
前
中
に
完
成
し
た
モ
デ
ル
に
条
件
を
設
定
し
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン

上
で
解
析
す
る

13:30

結
果
の
分
析

解
析
し
た
デ
ー
タ
を
表
や
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
、
報
告
用

の
資
料
を
作
成
す
る

社
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
モ
デ
ル
を
修
正
。

明
日
の
作
業
に
備
え
る

15:30

モ
デ
ル
の
修
正

日
報
を
書
い
た
ら
、
そ
の
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

終
了

17:00

終
業

資
料
を
使
っ
て
社
員
の
み
な
さ
ん
に
結
果
を
報
告
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

14:30

結
果
の
報
告

10:00

作
業
開
始

パ
ソ
コ
ン
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
構

築
す
る

9:00

出
社

社
員
の
木
皿
さ
ん
と
今
日
の
作
業
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て

打
合
せ

12:10

昼
食

社
員
食
堂
で
、
社
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
食
事
。

う
ど
ん
を
食
べ
る

11:30

条
件
に
つ
い
て
相
談

モ
デ
ル
に
設
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
を
社
員
に
相
談
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

加
藤 

尚
也
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

学
生
の
間
に
社
会
人
の
み
な
さ
ん
と

長
い
時
間
過
ご
す
経
験
は
、
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
最
初
は
雰
囲
気
に
の
ま

れ
て
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に

助
け
て
い
た
だ
く
う
ち
に
安
心
し
て
作

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、
社
会
で
は
時
間
に
厳
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
中
間
発

表
の
前
日
ま
で
準
備
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
に
時
間
の
使
い
方
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
社
員
の
み
な
さ

ん
は
、
普
段
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
期
限
が

決
ま
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
同

時
並
行
で
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

結
果
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
さ
す

が
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

長
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
職

業
や
会
社
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
知
識
や
視
野
の
幅
を
広

げ
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

2017 年11月に行われた「東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウ
ム」のポスターセッションに参加した加藤さん。東北の高専生や教員、企業
関係者の前で成果を発表した

社員の前で結果を報告する。専門家から意見やアドバ
イスをもらう貴重な機会だ

ハイブリッドカーのエンジンルームを実際に見せてもら
い、ECU の格納場所などを確認する

ECU の実物を使って基板の様子やはんだ付け部位など
について確かめる

解析したデータのまとめや日報の作成などをノートパソ
コンで行う

基板のはんだ付け部位の温度分布をシミュレーションモ
デルで解析する

シミュレーションのモデル構築に生かすため、製造現場
や設備について話を聞く

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

に社員
聞
く

生産本部　生産技術四部
電子生技五課

木皿 光佳さん
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手
探
り
で
始
ま
っ
た
課
題
解
決

議
論
を
重
ね
て
調
査
法
を
打
ち
立
て
る

　
「
ポ
リ
ッ
シ
ン
グ
工
程
を
把
握
す
る
た
め
、
ま

ず
４
人
で
作
業
を
見
学
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
調
査
項
目
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
後
、
作
業
員
の
行
動
を
観
察
し
て
デ
ー
タ
を
集

め
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
、
作
業
の

改
善
点
に
つ
い
て
ま
と
め
、
社
員
の
み
な
さ
ん
に

報
告
し
ま
し
た
」

　

そ
う
伊
藤
さ
ん
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
調
査
は

イ
ン
タ
ー
ン
生
が
主
体
と
な
り
行
わ
れ
た
。

　

最
初
は
、
作
業
員
の
ど
ん
な
行
動
を
調
べ
れ
ば

良
い
の
か
、
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
ず
、
同
じ

デ
ー
タ
の
収
集
を
繰
り
返
し
た
。「
も
っ
と
作
業

員
の
動
き
を
細
分
化
し
て
、
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ

を
集
め
よ
う
」
と
伊
藤
さ
ん
は
４
人
に
提
案
し
た

が
、
今
度
は
調
査
項
目
が
増
え
す
ぎ
て
、
作
業
を

見
落
と
し
十
分
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

序
盤
の
苦
戦
に
も
め
げ
ず
、
何
度
も
話
し
合
っ

て
、
調
査
方
法
の
改
善
や
調
査
項
目
の
絞
り
込
み

を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
ペ

ア
で
行
う
調
査
法
だ
っ
た
。

　

一
人
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
使
っ
て
作
業
場

と
作
業
場
の
移
動
時
間
を
計
測
。
も
う
一
人
が

「
機
械
を
操
作
す
る
」「
歩
い
て
い
る
」「（
ウ
ェ
ー

ハ
が
入
っ
た
）
カ
セ
ッ
ト
を
運
ん
で
い
る
」
な
ど
、

事
前
に
決
め
た
動
作
の
回
数
を
メ
モ
す
る
。
ま
た
、

工
場
内
で
は
作
業
員
全
員
が
同
じ
ス
ー
ツ
を
着
て

い
る
こ
と
か
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
、
タ
ス
キ
を
着
用
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
調
査
で
は
、
ほ
か
の
作
業
員
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
し
た
。
周
囲
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
、
一
人
の
作
業
員
の
行
動
を
調
べ

る
作
業
は
と
て
も
大
変
で
し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
は

振
り
返
っ
た
。

地
道
な
デ
ー
タ
採
集
の
結
果

改
善
点
の
提
案
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る

　

昨
年
度
ま
で
の
本
科
生
時
代
、
材
料
と
環
境
に

つ
い
て
学
び
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
材

料
の
省
資
源
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
を
知
っ

た
伊
藤
さ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
会
で
、

同
社
の
テ
ー
マ
か
ら「
リ
サ
イ
ク
ル
」と
い
う
キ
ー

４
人
の
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て

作
業
の
改
善
点
の
発
見
に
挑
む

　

白
い
ク
リ
ー
ン
ス
ー
ツ
を
全
身
に
ま
と
い
、
伊

藤
竜
聖
さ
ん
は
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
工
場
内
の

様
子
を
観
察
し
て
い
た
。
株
式
会
社
Ｒ
Ｓ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
三
本
木
工
場
で
は
、「
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー

ハ
」
と
呼
ば
れ
る
厚
さ
１
ミ
リ
ほ
ど
の
半
導
体
材

料
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　

半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
製
造
工
程
の
テ
ス
ト
や
製

品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
大
量
に
生
み
出
す

「
モ
ニ
タ
ー
ウ
ェ
ー
ハ
」
や
「
ダ
ミ
ー
ウ
ェ
ー
ハ
」。

こ
れ
を
預
か
り
、
表
面
を
洗
浄
し
た
り
磨
い
た
り

す
る
こ
と
で
、
新
品
に
近
い
状
態
に
戻
す
の
が
、

同
社
が
手
掛
け
る
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
再
生
事
業

で
あ
る
。

　

伊
藤
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
第
８

工
場
は
、
２
０
１
５
年
に
稼
働
し
た
最
新
の
工
場

棟
で
、
直
径
が
30
セ
ン
チ
の
大
型
ウ
ェ
ー
ハ
の
再

生
を
行
っ
て
い
る
。
数
日
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期

間
を
除
き
24
時
間
フ
ル
稼
働
し
、
作
業
員
が
１
日

３
交
代
制
で
働
い
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、「
シ

リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
再
生
工
程
に
お
け
る
作
業
の

『
ム
ダ
・
ム
ラ
・
ム
リ
』
の
発
見
と
改
善
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
案
の
提
案
」
だ
。
ウ
ェ
ー
ハ
ポ
リ
ッ

シ
ン
グ
工
程
（
磨
き
）
に
お
け
る
作
業
員
の
動
き

を
分
析
し
て
、
作
業
に
ム
ダ
（
余
剰
）・
ム
リ
（
不

足
）・
ム
ラ
（
余
剰
と
不
足
を
繰
り
返
す
）
が
な

い
か
調
べ
る
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
６
週
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
伊
藤
さ
ん
を
合
わ
せ
た
４

人
が
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て
い
る
。

半導体材料のリサイクル作業の
「ムダ・ムラ・ムリ」を発見する
生産システムデザイン工学専攻

伊
い

藤
と う

 竜
りゅう

聖
せ い

さん（21 歳）
株式会社 RS テクノロジーズ　三本木工場（大崎市）
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所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

企業情報

株式会社 RS テクノロジーズ
／本社：東京都品川区大井 1-47-1　NT ビル 12F
　三本木工場：大崎市三本木音無字山崎 26-2
　TEL 0229-52-5803
　FAX 0229-52-5804 
　https://www.rs-tec.jp/ 
／方　永義
／ 6 億 4,185 万円
／ 2010 年 12 月
／ 345人（三本木工場：2018年2月現在・派遣社員含む）
／シリコンウェーハの再生事業、半導体ウェーハ製造技術

コンサルティング、半導体製造装置買取及び販売　等
／地球環境を大切にし、世界の人々に信頼され、常に

創造し挑戦する。

社
会
人
に
な
る
た
め
の
目
標
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

シリコンウェーハ再生のポリッシング工程の様子を確認する伊藤竜聖さん

シリコンウェーハ再生工程

RS テクノロジーズでは、使用済みのシリコンウェーハの
表面についた膜やキズ、汚れなどを除去し再生加工する
ことで、新品同様の状態に戻しています。

受入検査

入　　荷

ストリッピング
エッチング

ポリッシング

プレソート検査

※クリーンルームへ

1次洗浄
（1次検査）

2次洗浄

最終検査・包装

出　　荷

シリコンウェーハについている
膜を薬品を使って除去したり
（ストリッピング）、シリコン自
体をわずかに削ったり（エッチン
グ）する

キズ 凹み

表面に付いているキズや凹凸を
研磨して平滑にする

ウェーハ表面に付着するゴミ、
汚れ、金属不純物を洗い流す

ゴミ
（パーティクル）

金属不純物
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ワ
ー
ド
を
連
想
し
、「
面
白
そ
う
。や
っ
て
み
た
い
」

と
思
い
参
加
を
決
め
た
と
い
う
。

　
「
モ
ニ
タ
ー
ウ
ェ
ー
ハ
は
、
半
導
体
の
品
質
を

支
え
る
重
要
な
も
の
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
、
そ
の
再
生
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
伊
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

　

調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
伊
藤
さ
ん
た
ち
は
作

業
現
場
に
お
け
る
２
つ
の
問
題
点
に
注
目
。
一
つ

目
は
、
研
磨
し
た
ウ
ェ
ー
ハ
を
洗
浄
す
る
水
槽
付

近
の
環
境
改
善
だ
。

　

ウ
ェ
ー
ハ
が
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
を
水
槽
か
ら
取

り
出
し
移
動
す
る
際
に
、
周
囲
の
床
が
ぬ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
作
業
員
は
清
掃
用
具
で
拭
き
取
る

必
要
が
あ
る
。
伊
藤
さ
ん
た
ち
は
、
清
掃
用
具
置

き
場
が
水
槽
か
ら
遠
い
こ
と
を
指
摘
。「
置
き
場

を
水
槽
付
近
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
作
業
員
の
ム

ダ
な
移
動
を
１
日
当
た
り
45
分
間
減
ら
し
品
質
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
」
と
示
唆
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ポ
リ
ッ
シ
ン
グ
工
程
に
最
適
な
従

業
員
数
の
算
出
方
法
の
提
案
で
あ
る
。

　

伊
藤
さ
ん
た
ち
は
、
複
数
の
作
業
員
の
行
動
観

察
か
ら
、
作
業
員
一
人
が
１
時
間
で
処
理
で
き
る

能
力
を
算
出
し
た
。
こ
の
値
と
機
械
全
体
の
１
時

間
当
た
り
の
処
理
能
力
を
割
り
算
す
る
こ
と
で
、

最
低
限
必
要
な
作
業
員
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
。「
効
率
的
な
役
割
分
担
を
行
う

こ
と
で
、
２
人
の
作
業
員
が
別
の
作
業
を
担
当
し

て
も
現
状
の
処
理
能
力
を
維
持
で
き
る
」
と
い
う

結
論
に
達
し
た
。

　
「
な
ん
と
か
改
善
点
を
提
案
で
き
た
の
で
、ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
良
い
製
品
を
作
る
た
め
に
は
新
し

い
技
術
を
開
発
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
員
の

動
線
や
道
具
の
改
善
な
ど
も
行
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
伊
藤

さ
ん
は
話
し
た
。

半
導
体
製
造
現
場
の
雰
囲
気
と

共
同
作
業
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る

　

伊
藤
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
収
穫
に

つ
い
て
、
半
導
体
の
製
造
現
場
の
一
部
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
と
、
チ
ー
ム
で
一
つ
の
課
題
に

取
り
組
め
た
こ
と
を
あ
げ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
チ
ー
ム
で
の
作
業
に
慣
れ
て

い
な
く
て
、
遠
慮
し
て
自
分
の
意
見
を
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
回
は
み

ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
吸
収
し
た

い
。
そ
し
て
、
仕
事
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
社
会
人
に
な
り
た
い
―
―
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
、
今
後
の
目
標
が
明
確
に

な
っ
た
と
い
う
伊
藤
さ
ん
。
学
校
生
活
に
戻
っ
て

か
ら
も
、
日
々
の
学
習
や
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い

き
た
い
と
心
に
誓
っ
た
。

C A S E   

02
仕事
図鑑

半導体材料のリサイクル作業の
「ムダ・ムラ・ムリ」を発見する
生産システムデザイン工学専攻

伊藤 竜聖さん（21 歳）
株式会社RSテクノロジーズ　三本木工場（大崎市）

15:00

現
場
検
証

話
し
合
い
で
生
ま
れ
た
仮
説
や
結
論
を
確
か
め
る
た
め
、

再
び
製
造
現
場
へ

16:00

結
果
の
報
告
・
相
談

調
査
の
結
果
を
柴
山
さ
ん
に
報
告
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

17:00

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

数
人
の
社
員
も
参
加
し
て
そ
の
日
の
作
業
に
つ
い
て
議
論

す
る

日
報
を
作
成
し
、
翌
日
の
作
業
内
容
を
考
え
た
後
、一
日
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
終
了

17:30

終
業

9:00

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

前
日
に
決
め
て
い
た
今
日
の
作
業
内
容
や
目
的
に
つ
い
て

メ
ン
バ
ー
と
再
確
認
し
た
後
、
役
割
分
担
を
す
る

13:30

集
計
結
果
の
分
析

午
前
中
の
作
業
の
結
果
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
で
考
察
す
る

12:30

昼
食

社
員
食
堂
で
社
員
と
一
緒
に
食
事
。
伊
藤
さ
ん
は
持
参
し

た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

10:00

作
業
開
始

ク
リ
ー
ン
ス
ー
ツ
を
着
用
し
製
造
現
場
へ
。
工
程
の
担
当

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
行
動
を
追
跡
し
て
記
録
し

た
り
す
る

11:30

デ
ー
タ
の
集
計

現
場
で
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
ま
と
め
る

伊
藤 

竜
聖
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

６
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
期
間

が
長
い
分
、
理
解
し
た
り
身
に
付
い
た
り

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

本
科
生
の
時
に
、
１
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
点
、
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
苦
労
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

会
社
や
仕
事
へ
の
理
解
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
終
え
た
時
の
達
成
感
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
、
社

会
人
に
な
る
と
素
早
く
適
切
な
判
断
が
必

要
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ

た
柴
山
さ
ん
は
、
指
示
が
的
確
で
、
相
談

に
も
分
か
り
や
す
く
答
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
最
初
は
緊
張
す
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
社
員
の
み
な
さ
ん
が

優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
る
と
思
う
の
で
心

配
せ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
伊
藤
さ
ん
た

ち
の
よ
う
に
複
数
の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
同
じ
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
が
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
個
々
の
協

調
性
だ
。

　
「
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、
一
緒
に

な
っ
て
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
こ
と
は
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
伊
藤
さ
ん
も
重
要
性
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

社員の柴山哲也さんから、連絡事項の説明や調査結果
に対するアドバイスを受ける

作業員の行動を記録するため、ストップウォッチとカウ
ンターは欠かせない

ウェーハが入ったカセットを水槽から取り出す作業を確
認。この作業での改善点提案につなげた

疑問に思ったことは、現場に足を運んで作業員からヒア
リングする

作業員の行動を観察する。ターゲットの作業員にタス
キを預けて、行動回数や歩数などを記録する

調査の結果や個人の意見は、４人のメンバーで必ず共
有。活発な議論で次の方針を考える

　

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
一
つ
の
課
題
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
み
な
さ
ん
が
自
分
の
意
見
を
出
し
合
い
、

一
人
一
人
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
も
積
極
的
に
議
論
の
輪
の
中
に
入
り
、
中
間
発
表
で
は

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
手
を
あ
げ
、
目
的
な
ど
導
入
部
分
を
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
社
員
の
前
で
堂
々
と
落
ち
着
い
て
発
表
す
る

姿
に
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　
一
見
、
も
の
静
か
な
印
象
で
す
が
、
デ
ー
タ
の
解
析
な
ど
で
、
妥

協
す
る
こ
と
な
く
と
こ
と
ん
追
求
す
る
、
内
に
秘
め
た
情
熱
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
社
会
人
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
は
必
要
な
要
素
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

専
攻
科
の
授
業
で
半
導
体
業
界
に
興
味
を
持
っ
た
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
こ
の
業
界
で
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

中
間
発
表
で
は
堂
々
と
役
割
を
果
た
す

妥
協
を
許
さ
な
い
静
か
な
情
熱
を
大
切
に

製造課　製造技術係
係長

柴山 哲也さん

に社員
聞
く
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デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
て

線
キ
ズ
の
検
出
性
能
向
上
を
目
指
す

　
「
サ
ン
プ
ル
を
も
う
ち
ょ
っ
と
右
に
動
か
し
て

み
よ
う
。
そ
う
そ
う
、
そ
の
辺
り
」。
一
條
裕
貴

さ
ん
の
指
示
通
り
に
、
佐
藤
慶
太
さ
ん
が
、
自
動

車
の
塗
装
面
を
想
定
し
た
サ
ン
プ
ル
を
右
に
動
か

す
と
、
モ
ニ
タ
ー
に
黒
い
影
が
映
し
出
さ
れ
た
。

　

２
人
が
操
作
し
て
い
る
の
は
、
バ
イ
ス
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ツ
株
式
会
社
が
開
発
し
た
「
表
面
欠
陥

検
査
ユ
ニ
ッ
ト
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｍ
‐
１
」。特
殊
な
ス
リ
ッ

ト
光
を
当
て
た
検
査
対
象
物
を
撮
影
し
、
そ
の
画

像
を
処
理
す
る
こ
と
で
表
面
の
傷
な
ど
を
検
出
す

る
装
置
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
目
視
や
カ
メ
ラ
で
の

確
認
が
難
し
か
っ
た
光
を
反
射
し
て
し
ま
う
物
で

も
傷
の
検
出
が
可
能
と
な
る
。
自
動
車
の
パ
ー
ツ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
、
眼
鏡
用

レ
ン
ズ
な
ど
の
検
査
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
社
で
10
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う

２
人
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
こ
の
製
品
の
性
能

評
価
と
性
能
改
善
で
あ
る
。

　

従
来
製
品
で
は
、
傷
や
異
物
を
判
断
す
る
た
め

の
「
し
き
い
値
」
を
設
定
し
検
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
曲
面
部
分
に
出
来
た
「
線
キ
ズ
」
な
ど
装

置
が
識
別
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

も
使
わ
れ
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
着
目
。
シ

ス
テ
ム
に
様
々
な
線
キ
ズ
を
学
習
さ
せ
、
検
出
性

能
を
向
上
さ
せ
る
の
が
目
標
だ
。

　
「
学
校
で
進
め
る
研
究
の
中
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

よ
う
か
ど
う
か
考
え
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
経
験
が
、
研
究
に
も
生
か
せ
る
と
思
っ

て
応
募
し
ま
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

専
門
分
野
と
性
格
の
違
い
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ

協
力
し
合
い
な
が
ら
課
題
に
挑
む

　

も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
機
械
な
ど
の
製

品
開
発
者
を
志
し
て
い
る
と
い
う
一
條
さ
ん
は
、

「
製
品
開
発
の
分
野
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

専
門
分
野
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
っ
た
の

で
、
最
初
の
頃
は
佐
藤
君
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
佐
藤
さ
ん
は
、「
一
條
君
か
ら
専
門
家

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
質
問
に
的
確
に
答

え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

今
回
が
初
対
面
の
二
人
は
、
最
初
は
不
安
を
感

じ
て
い
た
。し
か
し
、社
員
の
鈴
木
淳
さ
ん
は
、「
物

事
を
全
体
的
に
見
る
タ
イ
プ
の
一
條
君
と
、
一
つ

の
こ
と
を
つ
き
詰
め
る
タ
イ
プ
の
佐
藤
君
。
自
分

の
得
意
分
野
で
相
手
の
不
得
意
分
野
を
カ
バ
ー
し

合
え
る
良
い
コ
ン
ビ
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
と
評
価

す
る
。
２
人
は
協
力
し
な
が
ら
、
着
実
に
課
題
解

決
の
道
筋
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
。

　

２
人
の
検
証
の
結
果
、
従
来
製
品
で
68
％
だ
っ

た
線
キ
ズ
の
認
識
率
を
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
活
用
し
84
％
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
今
後
は
大
学
院
に
進
学
し
て
、
製
品
開
発
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
話
す
一
條
さ

ん
と
、「
就
職
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
活
躍
で

き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
」
と
話
す
佐
藤
さ

ん
。
ど
ち
ら
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

自
分
が
歩
む
べ
き
道
が
は
っ
き
り
見
え
た
よ
う
だ
。

表面欠陥検査装置の
性能評価と性能改善

生産システムデザイン工学専攻

一
い ち

條
じょう

 裕
ゆ う

貴
き

さん（21 歳）

情報電子システム工学専攻

佐
さ

藤
と う

 慶
け い

太
た

さん（21 歳）
バイスリープロジェクツ株式会社（仙台市）

1

2
検査対象のサンプルの位置について指示を出す一條裕貴さん
サンプルを移動させる佐藤慶太さん。「学校で学んだプログラミングの知
識を生かすことができました。また、一條君は機械の実験や検証をたくさ
ん経験してきているので、その部分でとても頼りになりました」と話した

2

12:50

作
業
再
開

午
後
も
検
証
作
業
を
進
め
、
デ
ー
タ
を
集
め
る

15:30

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

検
証
結
果
を
鈴
木
さ
ん
に
報
告
。
結
果
に
つ
い
て
議
論
し
、
今
後

の
作
業
方
針
を
決
め
る

17:00

日
報
の
作
成

そ
の
日
の
作
業
内
容
と
翌
日
の
作
業
計
画
を
ま
と
め
、
鈴
木
さ
ん

に
提
出
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

18:00

終
業

9:15

朝
礼

朝
礼
に
参
加
。
そ
の
日
の
業
務
内
容
や
連
絡
事
項
に
つ
い
て
、
社
員

と
一
緒
に
聞
く

9:20

作
業
開
始

前
日
に
決
め
て
い
た
検
証
作
業
を
２
人
で
進
め
る

12:00

昼
食

自
分
の
席
で
お
弁
当
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

10:30

鈴
木
さ
ん
に
相
談

ト
ラ
ブ
ル
発
生
。
社
員
の
鈴
木
さ
ん
に
相
談
し
、
無
事
解
決
す
る

一
條 

裕
貴
さ
ん
・
佐
藤 

慶
太
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

1

企業情報

バイスリープロジェクツ株式会社
／仙台市泉区長命ヶ丘 4-15-22
　TEL 022-342-7077
　FAX 022-342-7079
　http://www.x3pro.co.jp/
／菅野　直
／1,000 万円
／1987 年 3 月
／ 28 人（2018 年 2 月現在）
／組み込みシステム開発、計測・試験シ

ステム開発、業務系システム開発、画
像処理システム開発、デジタル / アナ
ログ回路設計、研究・開発支援

／バイスリープロジェクツは『技術による
社会貢献』を行います。

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

C A S E   

03
仕事
図鑑

充
実
し
た
10
週
間
。

「
長
い
」
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

会社が用意した参考書を読み、ディープラー
ニングについて知識を深めた

鈴木さんから作業の指示や解説を聞く。「知識量の多さ
に驚きました」と二人はいう

問題点や分からないことがあると、社員の鈴木淳さん
に報告。アドバイスをもらう

「SSMM-1」を操作する。スリット光を照射した検査対
象物をカメラで撮影し、モニターで傷などを検出する

　

社
会
人
に
な
る
と
、
仕
事
の
進
め
方
や

ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん

は
、
仕
事
で
の
緩
急
の
使
い
方
が
と
て
も

上
手
な
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
き
っ
ち
り

す
る
と
こ
ろ
は
き
っ
ち
り
と
、
気
を
抜
い

て
良
い
と
こ
ろ
は
抜
く
。
学
校
生
活
で
も

使
え
る
ス
キ
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
当
た
り
前
だ
と
思
っ
た
こ
と
も
、
ま
ず

は
疑
っ
て
み
て
、
し
っ
か
り
検
証
す
る
こ

と
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
が
出

る
と
す
ぐ
喜
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
が
本
当
に
正
し
い
結
果
な
の
か
、
確

か
め
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

　

長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
社
員

の
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の
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「
直
径
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
さ
な
ス
ピ
ー

カ
ー
が
か
わ
い
く
て
。
そ
れ
を
何
百
個
も
は
ん
だ

付
け
し
て
い
く
う
ち
に
、
作
業
に
慣
れ
て
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
で
は
経
験
し
た
こ
と
が

無
い
新
鮮
な
感
覚
で
し
た
」
と
話
し
た
。

　

改
良
の
結
果
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
３
倍
に
増
設
し

た
こ
と
で
、
60
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
従
来
品
よ
り
音

を
大
き
く
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
に
伴
い
増
大
し
た
消
費
電
力
に

対
応
す
る
た
め
、
鉛
蓄
電
池
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
で

大
容
量
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
に
変
更
し
て

も
、
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
も
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
「
自
分
で
組
み
立
て
た
試
作
品
が
実
際
に
作
動

し
、
思
い
通
り
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
二

階
堂
さ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た
自
信
を

夢
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と
目
を
輝
か
せ
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
増
強
と
バ
ッ
テ
リ
ー
強
化

改
良
品
の
性
能
を
テ
ス
ト
す
る

　

近
年
、
カ
ラ
ス
が
送
電
設
備
に
巣
を
作
り
、
巣

の
一
部
が
設
備
に
落
下
し
た
り
、
カ
ラ
ス
自
体
が

感
電
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
停
電
を
引
き
起
こ
す

例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
鳥
害
に
よ
る
停
電
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
東
北
三
和
鋼
器
株
式
会
社
で
は
、
鳥
獣

撃
退
装
置
「
エ
レ
ク
ロ
ー
®
」
を
開
発
。
こ
れ

を
鉄
塔
な
ど
に
設
置
し
、
鳥
が
嫌
が
る
音
を
定
期

的
に
鳴
ら
し
て
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

同
製
品
は
、
超
音
波
を
使
い
鋭
い
指
向
性
と
直
進

性
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る「
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
・

ス
ピ
ー
カ
ー
」
を
採
用
し
て
お
り
、
近
隣
住
民
へ

の
騒
音
被
害
を
回
避
し
て
い
る
。

　

あ
る
日
の
昼
下
が
り
、
同
社
の
敷
地
内
で
エ
レ

ク
ロ
ー
の
テ
ス
ト
を
行
う
、
二
階
堂
綾
香
さ
ん
の

姿
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
と
バ
ッ
テ
リ
ー

を
強
化
し
た
試
作
品
で
す
。
こ
れ
で
従
来
品
よ
り

大
き
な
音
を
遠
く
ま
で
飛
ば
せ
る
か
ど
う
か
検
証

し
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
電
力
会
社
か

ら
改
良
の
依
頼
を
受
け
た
課
題
に
、
二
階
堂
さ
ん

は
社
員
の
加
川
亨
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
テ
ス
ト
で
は
、
二
階
堂
さ
ん
か
ら
数
十
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
先
に
は
、
集
音
マ
イ
ク
と
加
川
さ
ん

が
待
ち
構
え
て
い
た
。

　

二
階
堂
さ
ん
が
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、

３
０
０
個
以
上
あ
る
小
さ
な
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音

が
鳴
っ
た
。
こ
の
音
を
マ
イ
ク
が
キ
ャ
ッ
チ
し
、

テ
ス
ト
は
見
事
に
成
功
し
た
。

苦
手
だ
っ
た
は
ん
だ
付
け
を
克
服

課
題
解
決
に
も
手
応
え
感
じ
る

　

中
学
生
の
時
に
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
数

日
間
の
停
電
を
経
験
し
た
二
階
堂
さ
ん
。
復
旧
し

た
瞬
間
、
電
気
が
使
え
る
喜
び
と
同
時
に
、
復
旧

に
関
わ
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
い

た
と
い
う
。「
こ
の
時
の
経
験
が
き
っ
か
け
で
、
将

来
は
電
気
に
関
わ
る
分
野
で
仕
事
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
ち
ら
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
い
と
思
っ
た
の
も
、
送
電

設
備
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
し
た
」

　

ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が

部
品
の
は
ん
だ
付
け
。
二
階
堂
さ
ん
に
と
っ
て
、

学
校
の
実
習
で
苦
手
に
感
じ
て
い
た
作
業
だ
。

鳥獣撃退装置の
改良に向けた検証
生産システムデザイン工学専攻

二
に

階
か い

堂
ど う

 綾
あ や

香
か

さん（21 歳）
東北三和鋼器株式会社（柴田町）

企業情報

東北三和鋼器株式会社
／柴田郡柴田町船岡字山田 1-7
　TEL 0224-55-2621
　FAX 0224-55-5466
　http://www.sanwa-koki.co.jp/
　※三和鋼器株式会社 HP
／高橋　敦
／ 8,000 万円
／1970 年 4 月
／151 人（2018 年 1 月現在）
／溶融亜鉛めっき加工、各種鋼構造物の設計・

製作・販売・施工　等
／社会・企業・人が共生し調和がとれた発展を目

指す

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

　

本
科
生
の
時
に
参
加
し
た
短
期
間
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
長
く
て
も
２
週
間
く

ら
い
。
仕
事
や
企
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
自
分
が
ど
ん
な
場
面
で
、

ど
ん
な
力
を
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
ま
で

は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
課
題
解
決
型
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
、
私
は
５
週
間
と
い
う
長
い
時

間
を
会
社
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
か
ら
自
分
で
考
え
て
実
行
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変

で
し
た
が
、
そ
の
分
得
ら
れ
る
達
成
感
と

自
信
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

仕
事
や
企
業
の
こ
と
は
、
実
際
に
現
場

に
行
っ
て
み
て
、
初
め
て
分
か
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
で
き

る
だ
け
多
く
の
企
業
、
た
く
さ
ん
の
職
種

を
経
験
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
自

分
の
知
識
と
視
野
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

1

2

「エレクロー ®」の試作品をテストする二階堂綾香さん。箱形の装置
から鳥が嫌がる音を発生させる
電子基板に部品をはんだ付けする。「スピーカーのはんだ付けは、リ
ズムにのってすることができて楽しかったです」と話す

2

12:55

作
業
再
開

は
ん
だ
付
け
を
終
え
た
試
作
品
を
組
み
立
て
る

14:00

動
作
確
認

加
川
さ
ん
と
屋
外
に
出
か
け
、
試
作
品
の
テ
ス
ト
を
行
う
。
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
す
る

15:30

結
果
の
解
析

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
改
善
点
に
つ
い
て
検
討
す
る

17:00

終
業

日
報
を
ま
と
め
加
川
さ
ん
に
提
出
。
こ
れ
で
一
日
の
作
業
は
終
了

9:00

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

そ
の
日
の
作
業
内
容
や
連
絡
事
項
に
つ
い
て
加
川
さ
ん
と
打
ち
合
せ

を
す
る

9:30

情
報
収
集

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
作
業
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
て
ま
と

め
る

12:10

昼
食

自
分
の
席
で
お
弁
当
を
食
べ
る

11:00

試
作
品
の
製
作

装
置
に
組
み
込
む
電
子
部
品
や
配
線
の
は
ん
だ
付
け
な
ど
を
行
う

二
階
堂 

綾
香
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

1

C A S E   

04
仕事
図鑑

数十メートル先に設置した集音マイク（手前）
が音を拾うことで、試作品の性能を確認で
きる

作業に必要な情報は、インターネットを使って自分で収
集した後にまとめている

テスト終了後に装置の改善点について加川亨さんと話し
合う

装置の中には、小さなパラメトリック・スピーカーがたく
さん取り付けられている

夢
の
実
現
に
ち
ょ
っ
と
だ
け

近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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１. 弦をたたくハンマーの動きを調整し、それぞれの鍵盤
のタッチを均一にする　２. 劣化や消耗した部品を交換し、
きちんと修理を行えば 50 年以上は使い続けることができ
るという　３. 自宅兼工房に隣接する木造ドームでは、修
理したピアノの音の最終確認を行うほか、コンサートホー
ルとして地域住民が音楽を親しむ場となっている

世界３大メーカー、ベーゼンドルファー社製のグランドピアノを調律する伊藤正男さん

問い合わせ

仙台ピアノ工房

黒川郡大和町吉岡南 2-3-3
TEL　022-344-3277
https://sendai-piano.com/

　

鍵
盤
を
押
す
と
、
連
動
し
た
ハ
ン
マ
ー
が
金
属

弦
を
た
た
く
こ
と
で
美
し
い
音
を
奏
で
る
ピ
ア
ノ
。

そ
の
音
を
ベ
ス
ト
な
状
態
に
調
整
す
る
職
人
が
ピ

ア
ノ
調
律
師
で
あ
る
。

　

ピ
ア
ノ
は
、
設
置
さ
れ
る
環
境
や
時
間
経
過
と

と
も
に
音
に
狂
い
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
調
律
師
は
、

２
つ
の
鍵
盤
を
同
時
に
弾
き
、
音
を
聞
き
な
が
ら

「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
」
を
使
っ
て
弦
の
張

り
を
調
整
。
こ
の
作
業
を
す
べ
て
の
鍵
盤
で
行
っ

て
、
本
来
の
音
に
戻
し
て
い
る
。

　
「
ピ
ア
ノ
の
調
律
で
は
、
自
分
の
耳
だ
け
が
頼

り
で
す
。
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
音
を
聞

き
な
が
ら
感
性
を
磨
い
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
大
和
町
に
ピ
ア
ノ
工
房
を
構

え
る
伊
藤
正
男
さ
ん
。
調
律
以
外
に
も
、
鍵
盤
の

弾
き
心
地
を
調
整
す
る
作
業
や
、
音
量
や
音
色
を

整
え
る
た
め
弦
を
た
た
く
ハ
ン
マ
ー
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
す
る
作
業
が
あ
る
と
い
う
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
音
楽
と
も
の
づ
く
り
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
伊
藤
さ
ん
。
弱
視
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
山
形
県
立
山
形
盲
学
校
の
高
等
部
で
ピ
ア
ノ

調
律
を
学
び
、
卒
業
後
に
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー
系
列

の
代
理
店
で
調
律
師
と
し
て
働
い
た
と
い
う
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ピ
ア
ノ
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
修
理
に
も
っ
と
深
く
関
わ
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
世
界
的
に
有
名
な
ピ
ア
ノ

メ
ー
カ
ー
の
輸
入
代
理
店
に
転
職
し
ま
し
た
」

　

静
岡
県
内
の
代
理
店
で
14
年
間
、
ピ
ア
ノ
の
解

体
や
部
品
交
換
な
ど
の
技
術
を
一
通
り
身
に
付
け

た
伊
藤
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
東
北
で
仕
事
を

す
る
た
め
、
大
和
町
に
移
り
独
立
し
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
は
長
く
使
う
ほ
ど
、
設
置
場
所
や
演

奏
者
に
な
じ
ん
で
い
き
ま
す
。
お
客
様
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
ピ
ア
ノ
を
預
か
り
、

本
来
の
音
を
引
き
出
す
こ
と
が
、
私
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
静
か
に
語
っ
た
。　

ピ
ア
ノ
調
律
師

12

3

Po r t r a i t  o f  S k i l l s

技
の
肖
像

の
肖
像

1実技試験訓練の様子。２級水産練り製品製造技能士の加納健二さん（左）が、受検希望者にかまぼこの成形作業を指導
する　2「練り包丁」と呼ばれる道具を使って板かまぼこを成形する　3巻き簾（まきす）を使ってなるとを成形する　4原料
と製法にこだわった同社の笹かまぼこ　5「機械化が進む現在でも、職人が手作業で行う工程や製品があります」と話す生
産部次長の渡邉正広さん

■企業情報
所在地：仙台市青葉区中央 2-3-18
TEL	 022-222-6455	
FAX	022-222-1533	
泉工場：仙台市泉区明通 4-10
https://www.abekama.co.jp/

事業内容：蒲鉾の製造販売
技能士数：30 人（2018 年 2月現在）
技能職種：水産練り製品製造

5 4

3

2

創業からの伝統技を継承する蒲鉾職人

株式会社阿部蒲鉾店
（仙台市）
1935 年創業の仙台名産笹かまぼこの
老舗。「笹かまぼこ」の名称は、同社
の創業者が、伊達家の家紋にちなん
で命名したものが後に一般化された。
吟味された上級のすり身を原料に、
伝統製法と高い加工技術で一つ一つ
丁寧に笹かまぼこを作っている

　

創
業
以
来
80
年
以
上
に
わ
た
り
、
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
株
式
会

社
阿
部
蒲
鉾
店
の
笹
か
ま
ぼ
こ
づ
く
り
の
技
。
そ
の
中
心
を
担
う
の
が
、

水
産
練
り
製
品
製
造
技
能
士
の
資
格
を
持
つ
職
人
た
ち
で
あ
る
。

　

技
能
士
た
ち
は
、
材
料
と
な
る
魚
の
す
り
身
の
仕
込
み
か
ら
成
形
、
焼

き
な
ど
の
工
程
に
お
い
て
、
す
り
身
の
魚
種
や
そ
の
日
の
温
度
・
湿
度
な

ど
を
考
慮
し
、
五
感
を
使
っ
て
作
業
の
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て

い
る
と
い
う
。

　
「
と
に
か
く
私
た
ち
は
、
温
度
に
非
常
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
室
温

は
も
ち
ろ
ん
、
手
か
ら
伝
わ
る
体
温
に
よ
っ
て
す
り
身
が
温
ま
っ
て
し
ま

う
と
、
笹
か
ま
ぼ
こ
の
食
感
や
風
味
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
生

産
部
次
長
の
渡
邉
正
広
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

同
社
で
は
、
年
に
１
回
行
わ
れ
る
技
能
検
定
受
検
希
望
者
を
対
象
に
、

実
技
試
験
の
訓
練
を
実
施
。
同
社
の
技
能
士
が
指
導
役
と
な
っ
て
「
板

か
ま
ぼ
こ
」
や
「
な
る
と
」
の
成
形
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

受
検
に
係
る
費
用
を
一
部
負
担
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。

　

技
術
指
導
を
担
当
す
る
加
納
健
二
さ
ん
は
、「
私
も
、
先
輩
職
人
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
若
い
職
人
が
入
社
し
て
い
る
の

で
、
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
知
識
と
技
術
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

1

水産練り製品製造技能士
かまぼこ、ちくわ、はんぺんなど水産練り製
品製造に必要な知識や技能を持つことを証明
する国家資格を有する者を指す。

かまぼこ製品製造試験（実技試験）
水産練り製品製造技能検定の実技試験では、
生魚コースと冷凍すり身コースの２つから
選択し、かまぼこの成形作業などを行う作
業試験と、かまぼこ製品の品質判定などを
行う要素試験を受ける。

技能士MEMO

Report

育技能士を

てる。
宮城県内の企業には、優れた技術を持つ
多様な技能士が活躍する。宮城のものづ
くりを支える匠たちを、企業がどのように
育て、技を伝えているのかを紹介する。

泉工場
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Voice

みやぎ
ものづくり女子

新商品の開発に
女性ならではの
視点と感性を
生かしてほしい

代表取締役社長
松田 行司さん

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
、
父
や
祖

父
が
手
づ
く
り
し
た
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
で
い
た
私
は
、
自
然
と
も
の
づ
く

り
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地

元
の
工
業
高
校
を
卒
業
後
は
、
祖
父
が
長

年
勤
め
て
い
た
た
め
に
以
前
か
ら
知
っ

て
い
た
こ
の
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

「
私
以
外
に
ど
れ
く
ら
い
の
女
性
が

働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」「
力
仕
事
が
多

く
て
足
手
ま
と
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
」
と
入
社
前
は
い
ろ
い
ろ
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
入
社
す
る
と
、

工
場
で
は
女
性
が
た
く
さ
ん
働
い
て
い

て
、
同
期
入
社
の
社
員
に
も
女
性
が
い

た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。　

実
家
は
石
巻
市
内
な
の
で
、
入
社

と
同
時
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
、
実
家
に
帰
っ
て
家
族
や

友
達
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
自
動
車

の
免
許
を
取
り
ま
し
た
。

愛
車
に
乗
っ
て
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
高
校

生
の
時
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
世
界
が
広
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
行
わ
れ
て
い

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
し
て
、
私

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ

ズ
が
実
際
に
置
か
れ
て
い
る
現
場
を
確

認
し
た
り
、
製
品
化
で
き
そ
う
な
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
発
掘
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
魅
力
は
、自
分
が
作
っ

た
も
の
が
ず
っ
と
形
に
残
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん

に
喜
ば
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
な
製
品
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
こ
の
世
に
送
り
出
し
て

い
き
た
い
で
す
。

ウ
レ
タ
ン
や
ゴ
ム
な
ど
の
製
品
を

作
っ
て
い
る
会
社
で
、
新
商
品
の

企
画
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
が

担
当
す
る
製
品
は
、
自
治
体
や
企
業
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
で
使
用
す
る
ウ
レ
タ
ン
製
の
キ
ッ

チ
ン
ス
ポ
ン
ジ
や
パ
ネ
ル
、
オ
ブ
ジ
ェ
な

ど
で
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
も
と

に
、
パ
ソ
コ
ン
で
使
用
す
る
ス
ポ
ン
ジ
の

色
や
抜
き
出
す
部
分
な
ど
製
品
の
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
て
か
ら
試
作
品
を
製
作
。
こ

れ
を
も
と
に
製
品
の
抜
型
が
作
ら
れ
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
小
さ
な
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
ず
に
仕
上
げ
る
の
が
大

変
で
、
試
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
微
調
整

し
ま
す
。
完
成
し
た
ス
ポ
ン
ジ
を
見
た
お

客
様
か
ら
「
イ
メ
ー
ジ
通
り
だ
ね
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
時
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

入
社
１
年
目
の
私
に
と
っ
て
、
パ
ソ
コ

ン
の
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
や
試
作
に
使
う
機

械
の
操
作
な
ど
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば

か
り
。
ま
た
、
私
が
配
属
さ
れ
た
部
署
が
、

会
社
の
ウ
レ
タ
ン
製
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
こ

ろ
だ
と
聞
い
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
先
輩
に
聞
い
て
、
た
く
さ
ん

の
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。

私
た
ち
の
部
署
で
ひ
そ
か
に
掲
げ
て
い

る
目
標
は
、
宮
城
県
内
の
各
自

治
体
で
公
認
さ
れ
て
い
る
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
キ
ッ
チ
ン
ス
ポ
ン
ジ
の
制
覇

で
す
。
仕
事
や
休
み
の
日
に
外

出
し
た
時
に
、
作
っ
た
こ
と
の

な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
か
け

る
と
、「
ど
う
や
っ
た
ら
、
ス

ポ
ン
ジ
の
抜
型
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
思
わ
ず
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
完
成
さ
せ
た
の

は
14
種
類
。
目
標
達
成
ま
で
の

道
の
り
は
遠
い
で
す
が
、
コ
ツ

コ
ツ
と
頑
張
り
た
い
で
す
。

地域で愛される
いろんなキャラクターを
デザインするのが
とても楽しいです！

入社してすぐに
マイカーをゲット。
休みの日は県内中を
ドライブしています！

　弊社では、自動車部品や自転車タイヤの製造
などでこれまで培ってきた、独自の技術力や開発
力を生かして、新たな分野への挑戦も続けています。
　その一つが、日用品や寝具などに使われるウレ
タン製品の開発とブランド化です。こうした私た
ちが日常で使っている製品の開発には、「消費者
の目線」が欠かせません。そこで、開発部門に女
性社員を置くことで、女性の視点や感性からより
良い製品を生み出すことができるのではないかと
思っています。
　浮津さんは、ものづくりの開発現場で頑張る貴
重な人材です。今後の成長と活躍に大いに期待
しています。

株式会社東北イノアック
ウレタン・ゴム・プラスチックの化学系素材メーカー。自動車・
自転車、情報機器、住宅・建材、インフラ、医療・介護福祉、
生活用品、寝具家具など、幅広い製品領域に関わる。小牛田
工場（美里町）、若柳工場（栗原市）、北上工場（岩手県北上市）
の 3 つの生産拠点で、業界の多様なニーズに応えている

遠田郡美里町北浦字二又下 28
TEL 050-3145-5836
FAX 0229-34-2303
https://www.tohoku-inoac.co.jp/
従業員数　242 人　／女性 55 人（2018 年 1 月現在）

「ウレタン製品を� 作っています」
株式会社東北イノアック（美里町）

浮
うき

津
つ

 天
あま

音
ね

さん
入社 1 年目
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パソコンでキッチンスポンジのデザインをする。デザインが
決まると試作用の機械（手前）にデータが送られ、デザイン
通りのスポンジが抜き出される

５月に友達と訪れた松島
でのオフショット。「納車
したばかりの愛車で、最
高の一日を過ごしました」



　

大
阪
府
出
身
の
加
賀
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
ま
で

関
西
で
過
ご
し
た
。

　
「
高
校
、
大
学
と
順
調
に
進
学
し
、
こ
の
ま
ま

企
業
に
就
職
す
る
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
就
職
活
動
が
目
前
に
迫
り
、
今
後
の
将
来

を
考
え
た
時
に
、『
本
当
に
こ
の
ま
ま
都
会
で
就

職
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
』
と
感
じ
た
の
で
す
」

　

少
し
遠
回
り
を
し
て
も
い
い
。
地
元
を
離
れ
て

今
後
の
こ
と
を
考
え
よ
う
―
―
。
そ
う
思
い
立
っ

た
加
賀
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
に
２
年
間
、
長

野
県
や
宮
城
県
の
栗
駒
山
麓
で
住
み
込
み
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
生
活
し
た
と
い
う
。

　
「
慌
た
だ
し
い
都
会
で
暮
ら
す
よ
り
、
田
舎
で

暮
ら
す
方
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
。
そ
う
思
っ

た
私
は
、
田
舎
で
生
活
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
仕

事
を
す
れ
ば
い
い
の
か
調
べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

理
学
療
法
士
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」

　

介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
医
療
や

福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士
。
高
齢
化

が
進
む
田
舎
で
の
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
で
、
資
格
取

得
を
目
指
し
た
加
賀
さ
ん
は
、
再
び
関
西
に
戻
り

京
都
に
あ
る
大
学
付
属
の
養
成
学
校
で
３
年
間
学

ん
だ
。
そ
し
て
、
資
格
を
取
得
後
は
、
京
都
市
内

の
医
療
施
設
で
働
き
経
験
を
積
ん
だ
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
加
賀
さ
ん
は
趣
味
で
木
工
を
始

め
た
。
好
き
だ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
際
に
使
お

う
と
、
ナ
イ
フ
一
本
で
木
を
削
り
ス
プ
ー
ン
な
ど

の
小
物
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
少
し
ず
つ

道
具
を
そ
ろ
え
な
が
ら
独
学
で
技
術
を
磨
い
た
。

　

こ
の
京
都
で
の
生
活
が
、
加
賀
さ
ん
に
と
っ
て

更
な
る
転
機
に
つ
な
が
っ
た
。

　
「
京
都
で
の
学
生
時
代
に
交
際
を
始
め
た
女
性

が
、
自
分
の
故
郷
の
こ
と
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。
鳴
子
温
泉
の
豊
か
な
自
然
や
祭

り
な
ど
、
彼
女
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
田

舎
暮
ら
し
へ
の
想
い
が
ま
す
ま
す
膨
ら
み
ま
し
た
」

　

彼
女
が
就
職
の
た
め
に
上
京
し
て
か
ら
も
順
調

に
交
際
を
重
ね
、
２
０
１
０
年
に
結
婚
。「
将
来

は
生
ま
れ
育
っ
た
鳴
子
温
泉
に
戻
っ
て
地
域
お
こ

し
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
妻
の
夢
を
共
有
し

た
加
賀
さ
ん
は
、
夫
婦
で
東
京
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
移
住
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
結
婚
を
機
に
上
京
し
た
加
賀
さ
ん
は
、

木
工
作
家
と
し
て
本
格
的
に
仕
事
を
始
め
た
。

　
「
最
初
は
、
食
べ
て
い
け
る
か
ど
う
か
心
配
で

し
た
」
と
話
す
加
賀
さ
ん
。
そ
の
時
に
頭
の
中
に

浮
か
ん
だ
の
が
、
妻
の
故
郷
で
目
に
し
た
鳴
子
こ

け
し
だ
っ
た
。

　
「
看
板
や
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
に
至
る
ま
で
、
町
中
が
こ
け
し
に
あ
ふ
れ
て
い

た
街
並
み
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」。
加
賀
さ
ん

は
、
鳴
子
こ
け
し
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
箸
を
制
作

し
妻
に
提
案
、
夫
婦
二
人
三
脚
で
こ
け
し
雑
貨
を

進
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
「
素
朴
で
シ
ン
プ
ル
な
形
の
こ
け
し
は
、
ど
ん

な
も
の
に
も
マ
ッ
チ
し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
に
使
う

ア
イ
テ
ム
に
始
ま
り
、
キ
ッ
チ
ン
雑
貨
や
文
房
具
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
ま
で
、
ア
イ
デ
ア
が
無
限
に
あ
ふ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
気
が
付
け
ば
、
こ
け
し

雑
貨
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

全
国
各
地
で
開
か
れ
た
こ
け
し
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
で
展
示
販
売
し
て
い
る
う
ち
に
、
雑
貨
屋
に
声

を
掛
け
ら
れ
、
コ
ツ
コ
ツ
と
販
路
を
広
げ
て
い
っ

た
加
賀
さ
ん
。
２
０
１
５
年
に
、
２
人
目
の
子
ど

も
が
誕
生
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
鳴
子
温
泉
へ
の
移

住
を
果
た
し
た
。

　

そ
し
て
、
17
年
の
６
月
、「
準
喫
茶
カ
ガ
モ
ク
」

を
開
店
。
住
み
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
時
代
に
学
ん

だ
と
い
う
廃
材
建
築
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
自
力

で
店
を
建
て
た
と
い
う
。

　
「
様
々
な
人
た
ち
が
自
由
に
集
ま
っ
て
、
ま
ち

の
未
来
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
拠
点
に
な
れ
ば

と
思
い
店
を
作
り
ま
し
た
。
地
元
を
離
れ
た
妻
の

友
人
や
、
鳴
子
温
泉
に
移
住
し
て
き
た
方
と
定
期

的
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

12
月
、
加
賀
さ
ん
は
地
元
の
小
学
校
で
箸
づ
く

り
の
出
前
授
業
を
行
っ
た
。

　
「
こ
け
し
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
中

で
遊
ぶ
姿
に
、
こ
け
し
が
持
つ
力
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
多
く
の

み
な
さ
ん
に
地
元
の
宝
物
を
再
発
見
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、こ
の
地
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
語
る
加
賀
さ
ん
。
今
日
も
小
さ
な
木
片
を
削
り
、

新
し
い
命
を
吹
き
込
ん
で
い
く
。

一
家
で
鳴
子
温
泉
に
移
住
し
夢
を
か
な
え
る

地
元
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る

プロフィール
1976年大阪府高石市生まれ。2004年京都
で理学療法士をしながら独学で木工を学
ぶ。10年結婚を機に上京、木工作家として
本格的な活動を開始する。15年に妻が生
まれた大崎市鳴子温泉川

かわ

渡
たび

地区に移住。
17年には「準喫茶カガモク」を開店する

理
学
療
法
士
か
ら
木
工
作
家
へ
の
転
身
。

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
軌
道
に
乗
せ
た
の
は

「
鳴
子
こ
け
し
」
だ
っ
た
―
―
。

伝
統
こ
け
し
の
ふ
る
さ
と
鳴
子
温
泉
に
移
住
し
、

こ
け
し
雑
貨
と
地
域
づ
く
り
に
思
い
を
は
せ
る
。

　

こ
け
し
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
東
北
各
地
の
湯

治
場
で
木
製
の
椀
や
盆
な
ど
を
手
掛
け
て
い
た
職

人
が
、
子
ど
も
用
の
玩
具
と
し
て
作
り
始
め
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
大
崎
市
の
鳴
子
温
泉

で
も
「
鳴
子
こ
け
し
」
が
、
今
も
な
お
工
人
た
ち

に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
脈
々
と
技
と
伝
統
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　
「
私
が
つ
く
っ
て
い
る
の
は
〝
鳴
子
風
〟
こ
け

し
雑
貨
で
す
。
東
京
か
ら
妻
の
故
郷
で
あ
る
鳴
子

温
泉
へ
の
移
住
を
考
え
た
時
、
自
分
が
こ
こ
で
で

き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
悩
ん
だ
末
、
行
き
つ
い

た
の
が
こ
け
し
雑
貨
の
制
作
で
し
た
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
鳴
子
こ
け
し
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ
イ
ズ
の
こ
け
し
雑
貨
を
手
掛

け
て
い
る
加
賀
浩
嗣
さ
ん
だ
。

　
「
鳴
子
こ
け
し
は
、
世
界
に
誇
る
こ
の
地
域
の

個
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
こ
け
し
と
縁

が
な
か
っ
た
若
い
人
た
ち
に
も
、
魅
力
を
伝
え
る

橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
加
賀

さ
ん
は
語
っ
た
。

自家焙煎のコーヒーと、地元豆腐店のおか
らを使ったドーナツなどを提供する。加賀さ
んが手掛けたこけし雑貨の販売や、木工ワー
クショップなども行っている。
金～日曜日営業、不定休

■所在地
大崎市鳴子温泉字川渡 49
TEL 070-5540-7150
http://kagamoku.coccotune.net/

準喫茶 カガモク

カガモク

こけし雑貨作家

加
か

賀
が

 浩
こ う

嗣
じ

さん

妻
の
故
郷
で
み
た
「
こ
け
し
の
ま
ち
」
に
影
響

こ
け
し
雑
貨
制
作
に
の
め
り
込
む

都
会
暮
ら
し
に
疑
問
を
感
じ
地
元
を
離
れ
る

田
舎
へ
移
住
す
る
た
め
理
学
療
法
士
を
目
指
す

工房でこけし雑貨制作をする加賀浩嗣さん。材料には、伝
統こけしでも使われるミズキがよく使われるという。数セン
チほどの小さな木片を木工旋盤で削り、様々な作品を生み
出している

ユニークな作品の数々。「関西人の血
が面白さを求めている」と話す

準喫茶カガモクの店内。至る場所にこけ
しが隠れている、遊び心満載のカフェだ

「大学卒業後の全ての経験が今の生活
の力になっています」と笑顔で話す
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高
専
専
攻
科
の
学
生
が
日
頃
の
研
究
成
果
な
ど
を
発
表

平
成
29
年
度
東
北
地
区
高
等
専
門
学
校
専
攻
科
産
学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
と
連
携
し
た
も
の
づ
く
り
活
動
を
発
表

平
成
29
年
度
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
事
業

成
果
報
告
会

技
能
五
輪
全
国
大
会
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
職
種
で
快
挙

県
工
高
生
徒
が
日
本
一
に
輝
く

宮
城
県
工
業
高
校
の
生
徒
が
台
湾
の
高
校
生
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

課
題
解
決
型
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
学
生
が
研
究
の
成
果
を
披
露

第
16
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
・
研
究
開
発
作
品
展
示

関
係
者
か
ら
業
界
の
現
状
・
展
望
・

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
聞
く

新
規
大
卒
者
向
け
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

　

11
月
24
日
と
25
日
、
仙
台
高

等
専
門
学
校
広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

（
仙
台
市
）
で
、
平
成
29
年
度

東
北
地
区
高
等
専
門
学
校
専
攻

科
産
学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。

　

25
日
に
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
東
北
に
あ

る
６
校
の
高
専
の
専
攻
科
生
が
、

研
究
成
果
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
発
表
。

１
６
８
件
の
ポ
ス
タ
ー
の
前
で
、

来
場
し
た
教
員
や
企
業
関
係
者

か
ら
の
質
問
に
回
答
し
た
り
、

学
生
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
交
わ
し
た
り
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
太
陽
光
を
活
用

す
る
海
水
淡
水
化
装
置
の
開
発

と
性
能
改
善
」
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
っ
た
仙
台
高
専
の
学
生

は
、
太
陽
光
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
自
然
換
気
シ
ス
テ

ム
（
ソ
ー
ラ
ー
チ
ム
ニ
ー
）
を

応
用
し
た
海
水
淡
水
化
装
置
の

開
発
に
つ
い
て
説
明
。「
去
年
、

先
輩
が
行
っ
た
研
究
を
引
き
継

ぎ
、
装
置
の
構
造
の
変
更
な
ど

を
行
い
、
性
能
を
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
研

究
で
、
さ
ら
に
性
能
を
向
上
さ

せ
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
残
り
の
時
間
を

使
っ
て
改
良
に
挑
戦
し
た
い
で

す
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
初
日
（
24
日
）
に
は
、

講
演
会
や
地
元
企
業
と
の
交
流

会
が
行
わ
れ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
学
生
に
地
元

の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

各
高
専
の
企
業
協
力
会
に
所
属

す
る
33
社
が
ブ
ー
ス
を
設
置
。

業
務
内
容
や
製
品
に
つ
い
て
企

業
関
係
者
と
学
生
が
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

12
月
12
日
、
宮
城
県
工
業
高

等
学
校
（
仙
台
市
）
に
台
湾
の

高
校
生
が
訪
れ
、
生
徒
同
士
で

交
流
を
深
め
た
。

　

こ
の
日
、
同
校
を
訪
問
し
た

の
は
、
国
立
西
螺
高
級
農
工
職

業
学
校
の
生
徒
24
人
。
歓
迎
会

で
は
、
台
湾
の
生
徒
代
表
が
、

「
日
本
に
実
際
に
来
る
こ
と
が

で
き
て
興
奮
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
の
高
校
生
と
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
英
語
で
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

歓
迎
会
の
後
、
生
徒
た
ち

は
「
課
題
解
決
型
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
。
日
本
と

台
湾
の
高
校
生
が
７
つ
の
混
成

チ
ー
ム
を
組
み
、
支
給
さ
れ
た

Ａ
３
用
紙
と
テ
ー
プ
の
み
を

使
っ
て
、
頑
丈
な
橋
の
構
造
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

製
作
し
た
橋
に
負
荷
を
か
け

て
耐
久
性
を
競
う「
ブ
リ
ッ
ジ
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
結
果
、
５
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
７
本
分
の
重
さ
に
耐
え
た

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

　

優
勝
し
た
生
徒
は
、「
負
荷

の
か
か
る
部
分
の
補
強
や
テ
ー

プ
の
巻
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、

全
員
で
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
た
。

　

２
月
16
日
と
17
日
、
東
北
職

業
能
力
開
発
大
学
校（
栗
原
市
）

で
「
第
16
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
同

校
や
短
期
大
学
校
（
秋
田
県
大

館
市
・
青
森
県
五
所
川
原
市
）

の
学
生
・
教
職
員
に
よ
る
研
究

開
発
の
成
果
発
表
や
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

研
究
開
発
作
品
展
示
会
場
で

は
、
62
件
の
研
究
で
開
発
さ

れ
た
作
品
を
展
示
。
こ
の
う

ち
、
同
校
の
学
生
が
開
発
し
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
自
動
練
習
機

は
、
シ
ャ
ト
ル
の
発
射
速
度
や

発
射
間
隔
、
落
下
位
置
な
ど
を

設
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
で
練
習
が
で
き
る
と
い
う
も

の
。
ま
た
、
人
が
射
出
部
の
前

に
立
つ
と
人
感
セ
ン
サ
が
感
知

し
緊
急
停
止
す
る
し
く
み
や
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
も

練
習
パ
タ
ー
ン
を
設
定
で
き
る

工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
に
携
わ
っ
た
生
産
電
子

情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
科
の
学
生

は
、「
シ
ャ
ト
ル
を
つ
か
む
部

分
の
開
発
に
苦
戦
し
て
、
何
度

も
試
作
と
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
満
足
で
き
る
形
に
仕

上
が
っ
た
と
思
う
の
で
、
で
き

れ
ば
実
際
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

練
習
で
活
用
し
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

11
月
25
日
と
26
日
に
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
た
、
第
55
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
の
ウ
ェ
ブ
デ
ザ

イ
ン
職
種
に
出
場
し
た
、
宮
城

県
工
業
高
等
学
校
（
仙
台
市
）

の
渡
部
友
裕
さ
ん
が
最
高
賞
で

あ
る
金
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

一
緒
に
出
場
し
た
同
校
の
菊
地

聖
治
さ
ん
も
敢
闘
賞
（
６
位
相

当
）
を
受
賞
し
た
。

　

同
大
会
は
、
全
国
の
青
年
技

術
者
が
技
能
レ
ベ
ル
を
競
う
技

能
競
技
大
会
で
、
渡
部
さ
ん
と

菊
地
さ
ん
は
、
一
般
企
業
か
ら

参
加
し
た
社
会
人
と
と
も
に
、

社
会
人
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
サ
イ
ト
の
制
作
に
挑
戦
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
回
答
で
き
る
４
択
ク
イ
ズ

を
用
意
。
夜
間
に
暗
い
部
屋
で

ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
に
、
目
の

負
担
を
軽
減
す
る
画
面
の
明
る

さ
に
設
定
で
き
る
機
能
を
設
け

る
な
ど
、
忙
し
い
社
会
人
を
想

定
し
た
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
職
種
で
の

高
校
生
の
金
賞
受
賞
は
、
県
内

初
の
快
挙
。
渡
部
さ
ん
は
、「
昨

年
に
参
加
し
た
時
は
、
入
賞
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

回
の
結
果
に
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
腕
を
磨
い

て
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

12
月
27
日
、
新
規
大
卒
者
向

け
の
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

が
Ａ
Ｅ
Ｒ
（
仙
台
市
）
で
行
わ

れ
た
。
２
０
１
９
年
３
月
に
大

学
院
・
大
学
・
専
門
学
校
等
を

卒
業
予
定
の
学
生
な
ど
が
対
象
。

就
職
活
動
に
向
け
て
企
業
の
採

用
や
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
関

係
者
か
ら
話
を
聞
い
た
。

　

第
１
部
で
は
、
株
式
会
社
ア

フ
タ
ー
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

（
仙
台
市
）
の
池
谷
昌
之
代
表

が
、「
２
０
１
８
年
企
業
の
採

用
動
向
と
就
活
へ
の
臨
み
方
」

と
題
し
講
演
。
就
職
活
動
を
始

め
る
前
の
準
備
や
就
職
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
、
就
職
が
決
ま
っ
た

後
の
心
構
え
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

池
谷
代
表
は
、「
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
自
分
が
知
ら

な
い
企
業
で
働
き
た
い
と
思
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
就
活
を

始
め
る
前
に
、
自
分
が
知
っ
て

い
る
企
業
を
増
や
す
こ
と
こ
そ

が
就
活
の
第
一
歩
で
す
」
と
説

明
。「
企
業
研
究
や
セ
ミ
ナ
ー

参
加
な
ど
で
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
・
業
界
・
企
業
・
職
種

な
ど
に
触
れ
て
、
よ
り
多
く
の

選
択
肢
の
中
か
ら
就
職
先
を

絞
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
学
生
に
呼
び
か
け
た
。

　

第
２
部
で
は
、
も
の
づ
く
り

や
Ｉ
Ｔ
、
建
設
な
ど
９
つ
の
業

界
ご
と
に
分
か
れ
た
ブ
ー
ス

で
、
各
業
界
の
関
係
者
の
説
明

に
耳
を
傾
け
た
。「
も
の
づ
く

り
業
界
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、
一

般
社
団
法
人
み
や
ぎ
工
業
会

の
青
沼
廣
利
専
務
理
事
が
、
宮

城
県
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る

主
な
製
品
や
特
色
あ
る
企
業
、

も
の
づ
く
り
産
業
で
働
く
こ

と
で
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

同
ブ
ー
ス
で
話
を
聞
い
た

学
生
は
、「
も
の
づ
く
り
を
通

し
て
地
域
貢
献
が
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
就
職
活

動
を
す
る
業
界
の
一
つ
と
し

て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

　

１
月
16
日
、
宮
城
県
内
の
工

業
系
高
校
と
企
業
な
ど
が
連

携
し
、
も
の
づ
く
り
人
材
の
育

成
に
取
り
組
む
「
み
や
ぎ
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
21
事
業
」
の
成
果
報

告
会
が
東
北
歴
史
博
物
館
（
多

賀
城
市
）
で
行
わ
れ
た
。

　

11
年
目
の
取
り
組
み
と
な

る
本
年
度
は
、
県
内
13
校
の
高

校
生
が
、
企
業
や
熟
練
技
能

者
、
中
学
校
や
大
学
と
連
携
し

た
も
の
づ
く
り
活
動
を
実
施
。

成
果
報
告
会
で
、
活
動
内
容
や

習
得
し
た
知
識
と
技
能
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

村
田
高
等
学
校
（
村
田
町
）

の
発
表
で
は
、
機
械
・
自
動
車

系
列
の
生
徒
が
、
労
働
安
全
衛

生
の
専
門
家
か
ら
学
ん
だ
「
５

Ｓ
研
修
」
や
、
も
の
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
を
活
用
し
た

競
技
大
会
に
向
け
た
技
術
指

導
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

生
徒
は
、「
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
旋
盤
部

門
に
出
場
し
、
充
実
感
と
達
成

感
を
味
わ
い
、
工
業
の
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

希
望
す
る
会
社
に
就
職
す
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　

古
川
工
業
高
等
学
校
（
大
崎

市
）
の
発
表
で
は
、
電
気
電

子
科
の
生
徒
が
、
同
校
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し

た
中
学
生
対
象
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
の
製
作
体
験
と
、
同
様
の

体
験
を
古
川
西
中
学
校
（
大
崎

市
）、
小
野
田
中
学
校
（
加
美

町
）
で
行
っ
た
出
前
授
業
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

生
徒
は
、「
中
学
生
が
と
て

も
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い

た
の
で
、
学
校
や
科
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
を
す
る

と
き
の
準
備
の
大
変
さ
や
成
功

し
た
と
き
の
達
成
感
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

あいさつをする台湾の高校生。この後、記
念品の交換などが行われた

専門家による研修について発表する村田高校の
生徒

「バドミントン自動シャトル打ち出し練習機」
の調整をする学生

敢闘賞受賞の菊地聖治さんは、「次回も挑戦
して、世界大会出場を目指したい」と話した

２日間の競技課題に挑む渡部友裕さん。２度
目の挑戦で見事金賞を受賞した 来場者に自身の研究成果を発表する学生

橋の構造について話し合う日本と台湾の高
校生。英語や筆談でアイデアを出し合った

報告会では、県高校教育課の担当者からクラフ
トマン 21 事業の概要の説明もあった

住環境科の学生が製作したコンクリート琴。
持ち運びやすさも考慮したという

害獣被害軽減ロボットは、斜面の移動や遠
隔操作、カメラ監視機能を備わっている

２人は１月 29 日に県庁を訪れ、山田義輝副
知事（左）に結果を報告した

学生同士で熱い議論を交わし交流を深めた

袋におもりが入るたびに、場内から大きな歓
声があがった

講師を務めた池谷昌之代表の話を参加者は
熱心に聞いた

ものづくり産業について説明するみやぎ工
業会の青沼廣利専務理事
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